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本

水道事業
水道事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
水道事業収益合計

12億3,622万円
9,286万円

182万円
13億3,090万円

収益的収入及び支出
水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
水道事業費用合計

10億3,552万円
1億3,071万円

6万円
0円

11億6,629万円

資本的収入
企業債
他会計出資金
他会計負担金
固定資産売却代金
工事負担金
国庫補助金
資本的収入合計
不足額

2億3,100万円
1,987万円

0円
0円

2,735万円
0円

2億7,822万円
6億6,400万円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
予備費
資本的支出合計

 5億4,234万円
3億9,988万円

0円
9億4,222万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額6億6,400万円は、当年度分消費
税及び地方消費税資本的収支調整額4,710万円、当年度分損益勘定留保資金
4億4,579万円及び建設改良積立金1億7,111万円で補てんしました

下水道事業
公共下水道事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
公共下水道事業収益合計

1億7,142万円
6億6,243万円

136万円
8億3,521万円

収益的収入及び支出
公共下水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
公共下水道事業費用合計

5億5,579万円
8,797万円

2万円
0円

6億4,378万円

資本的収入
企業債
負担金
補助金
資本的収入合計
不足額

7,520万円
3,154万円
6,123万円

1億6,797万円
3億2,549万円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
予備費
資本的支出合計

 1億4,709万円
3億4,637万円

0円
4億9,346万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額3億2,549万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額730万円、当年度分損益勘定留保資金2億166万
円、繰越利益剰余金処分額8,730万円及び当年度利益剰余金処分額2,923万円で補てんしました

病院事業
病院事業収益
医業収益
医業外収益
特別利益
病院事業収益合計

19億8,876万円
7億9,216万円

0円
27億8,092万円

収益的収入及び支出
病院事業費用
医業費用
医業外費用
特別損失
予備費
病院事業費用合計

25億8,123万円
5,867万円

0円
0円

26億3,990万円

資本的収入
他会計負担金
企業債
資本的収入合計
不足額

8,262万円
2億9,900万円
3億8,162万円

7,941万円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
資本的支出合計

 3億1,198万円
1億4,905万円
4億6,103万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額7,941万円は、当年度分消費税資本的収支調整額2,830万円及び過年度分損益勘定留保資金5,111万円で補てんしました

介護サービス事業
介護サービス事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
介護サービス事業収益合計

3,220万円
861万円

0円
4,081万円

収益的収入及び支出
介護サービス事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
介護サービス事業費用合計

3,917万円
0円
0円
0円

3,917万円

資本的収入
資本的収入合計
不足額

0円
0円

資本的収入及び支出
資本的支出
資本的支出合計 0円

　特別会計は、特定の事業のために一般
会計と切り離して経理しているもので、
本市の特別会計は国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険の3つの特別会計で
構成されています。
　令和3年度の特別会計総額は、歳入が
140億8,666万円、歳出が138億5,653万
円で、歳入歳出差引残額は2億3,013万円
の黒字決算となりました。

一　般　会　計
　本市の令和3年度一般会計総額は、歳入277億6,399万円、歳出262億3,686万円で、歳入から歳
出を差し引いた形式収支は15億2,713万円、形式収支から翌年度への繰越財源を差し引いた実質収
支は、14億1,693万円で、黒字決算となりました。

企　業　会　計

特　別　会　計

0 20億

国民健康保険

後期高齢者医療

介　護　保　険

40億 60億 80億

歳入　63億6,124万円
歳出　63億3,984万円

歳入　8億3,170万円
歳出　8億2,872万円

歳入  68億9,372万円
歳出  66億8,797万円

歳 入 歳 出

277億6,399万円 262億3,686万円

市税
101億3,408万円
36.5%

民生費
104億6,524万円
39.9%教育費

23億1,558万円
8.8%

総務費
30億6,904万円
11.7%

公債費
28億6,080万円
10.9%

衛生費
26億4,321万円
10.1%

土木費
24億9,884万円
9.5%

消防費
9億1,778万円
3.5%

農林水産業費
6億7,191万円
2.6%

商工費
5億2,093万円
2.0%

議会費
2億1,418万円
0.8%
その他
5,935万円
0.2%

国庫支出金
52億11万円
18.7%

地方交付税
37億1,562万円
13.4%

県支出金
22億1,847万円
8.0%

市債
17億1,510万円
6.2%

地方消費税交付金
13億8,552万円
5.0%

繰越金
7億6,346万円
2.7%

諸収入
6億1,258万円
2.2%

使用料及び手数料
3億7,185万円
1.3% 地方譲与税

3億5,200万円
1.3%
その他
12億9,520万円
4.7%
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○健全化判断比率 （単位：％） （単位：％）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、下記のとおり公表します。

○資金不足比率
　　　特別会計の名称
水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

比率
－
－
8.1
－

資金不足比率
－
－
－
－

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額が算出されないため「－」で表示し
ました

※将来負担比率については、算出されないため「－」で表示しました

※全ての会計で資金不足が算出されないため、資金不足比
率は「－」で表示しました

早期健全化基準
12.70　
17.70　
25.0

350.0

財政再生基準
20.00
30.00
35.0  
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令和3年度決算では、いずれの比率も国の定める基準を下回っていて、本市の財政状況は健全な状態です。


